マンガ家•フ^テン•全学連 

対談永島慎二•上野昂志 



疎開と敗戦の体験から 

上野マンガを画きはじめたのはいつ頃 
ですか？ 

永島正確に画きはじめたのは、戦後間 
もない頃ですね。22年頃でしょうか。も 
っと小さい頃から画いてはいたらしいん 
ですが、マンガとして意識して画きだし 
たのは、その頃でしょう。 

上野何を画こうという意識なしに画き 
だしていたわけですか？コマものではな 
くて 普通の絵みたいなものだったわけで 
しよう か？ 

永島ええ、うちのおばあさんに聞きま 
すと小さい頃から絵は好きだったようで 
すね。道路なんかにいっ•ぱい画いていた 
らしいですね。コマものを画き出したの 
は小学二年頃です。戦争前と後とで意識 
として違っていたのは、前は何に冷りた 
いと聞かれると大将だとかい〇ていたの 
が、戦後は、小学校三年のとき作文を書 
かされてその中でマンガ家になりたいと 


答えているんですね。当時マンガ家にな 
りたいなんて思っていたのはぼく一人ら 
しかったょぅですね。 

上野そのあとは好きで画いていたわけ 
ですか？ 

永島ええ、家は戦争で焼けたんですょ。 
東京で商売やっていたんですが、知やじ 
が戦争にひっぱられて 一まっ て、おふく 
ろ一人で店をやっていましたけど焼けて 
しまつて、 引越した ところも 焼けて しま 
ってすってんてんに念って田舎に疎開し 
たんです。 

上野東京はどちらだったんですか？ 

永島板橋です。 

上野学校に入学した頃疎開ですか？ 

永島 ええ、 一年生を東京ですごして、 

二年のとき栃木の田舎で終戦を迎えまし 
た0 

上野缺.開の記憶はかなり残っているわ 
けですか？ 

永島ええ、そぅですね。ブタ小屋にブ 
夕がそろってひっくり返って死んでいた 
のを見ましたね。機銃掃射でやられたん 


でしょう0 

上野ぼくなんかも、おやじが教師して 
いたからそゎにくっついていって二力所 
ぐらい疎開しました。長野県へ疎開した 
らブタ がりんごを食っているんですよ。 
すごいなあ、とその情景があざやかに記 
憶に残っているんですよ。多分、ブタが 
死んでいたというのは、大人なら他を見 
ているしでしょうけれども、子どもにと 
ってはそういうところが印象的でしょう 
ね0 

ところで、マンガで食っていこうと思 
ったのはいつ頃ですか? • 

永島ぼくは経済観念がまるで念かった 
から、中学二年で家を とび 出して。マン 
ガ家に なろうと 思•っていた頃ですらマン 
ガで食べられる とは 思っていなかったで 
すね。雑誌を見る と マ、：力がのっている 
わけですが、マンガというのは、趣味で 
好きな人が画いているんだろうぐらいに 
しか思っていなかったんです。 

おやじがいなくて男はぼく一人ですか 
ら、頑張ってもらわなくてはと家の者は 


思っていたから、マンガ家になるという 
のはすごく反対されましたね。勉強ほっ 
ぼり 出して絵ばかり画いていましたから 
破かれていつも知こられていましたょ。 
上野中学二年のとき家をとび出したと 
いうのは、完全に学校へ行かなかったわ 
けですか？ 

永島ええ。うちはおふくろに、男一人 
を含めて兄弟四人なんです。東京へ帰っ 
てきても転々 としていましたから' 転校 
届なんか空いてしまうんですょ。その間 
遊んでいるわけですね。そうすると、数 
学みたい な 段階的にやらなければならな 
いものがその間にどんどん進んでいって 
しまうから、 おそわらなくて できる絵み 
たいのしかできなかったんです。学校へ 
行かないでマンガを画いている時間の方 
が多かったですね。 

上野中学二年で学校やめちゃってどう 
やっていたんですか？ 

永島当時、おふくろや姉の観念では、 
絵かきというのは貧乏だというのがつき 
もので、家の近くにのんだくれの兄弟が 
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いましてね、お前もああなるああなると 
いうんですよ。こっちとしては、そこま 
では落ちたくないと思い、他人にお前お 
ふくろに食わしてもらって好きなことを 
やっているな、といわれるのがいやでと 
び出してしまったんです。中学二年の一 
学期でずね。そうしたら' 学校の友だち 
が応援してやるといって a 腐屋を紹介し 
てくれました0 

上野一 SL 腐屋で住み込みやっていたんで 
すか？ 、 

永島いえ、その前に自分で捜して洗濯 
屋の小僧に行ってました。それが三週 
間ぐらいで、そのあと年をごまかして酒 
屋へ入ったんですよ。. 

ぼくの若い頃というのは、おふくろに 
言わせれば、おやじが戦争でいなくなっ 
ちゃって、家が焼けちゃって、そ¢0.ため 
に勉強に打ち込めないで、グレて悪いこ 
とのかぎりをつくしていた、ということ 
になるんですよ。行く学校行く学校でヶ 
ンヵしていましたからね。家が貧乏で、 
学校へ行っても勉強しないからつまらな 
くて、ケンヵ慣れしもゃってね。 

学校へいっておもしろいのはちやほや 
されることでしたね。だから、低学年の 
頃は棒を持って威張って歩いていました 
けれど、高学年になると暴力ふるってい 
るだけでは格好がつかないんですよ。そ 


上野マンガの話にもどりますけど、永 
島さんがご覧 VC なっていた戦前のマンガ 
というのはどういうのですか？ 

永島戦前はマンガとしての意識はない 

んですよ。 

上野戦後はやはり手塚治虫あたりの釤 


のため‘には特別に何かに秀ゎていないと 
だめなので絵を画いていたみたいな、んで 
す。絵が上手くてヶンヵが強けりゃなん 
とが恰好がつくわけですからね。数えて 
みると学校は十七、八転々と I ているの 
かな0 

上野そんなに転校していると、どこの 
学校へ行ったかわからなくなっちゃいま 
すねパ 

永島ぜんぜんわからないですね。家の 
近くの中目黒に縁日が出たんですよ。あ 
る家に柿がたくさん成っていたからそれ 
を盜っちゃって縁日にもっていって売っ 
たこともありました。隣りに皮靴屋の釦 
じさんがいて符牒なんか教えてもらって 
一生県命練習して、「ちょろもょろ流れる 
御茶の水、袋もないのに池袋、楽でもな 
いのに有楽町、三五〇円といいたいとこ 
ろだが三00円！」なんていってね。(笑) 
上野売れましたか？ 

永島生活がかかっているから、と泣き 
を入れてね、意外と売れましたよ。 

上野それでまたどこかへ行ったんです 
か？ 

永島とにかく半年ぐらいの間に七、八 
種職業かえたんです。家でテンブラ屋や 
つていて、自転車修理店、酒屋、魚屋、 
洗濯 m ' y : 腐屋、新聞配達、縁日のタタ 
キ 売りなどですね U 


響が強いんでしょぅか？ 

永島手塚先生の影響は大いにあります 
ね Q それ一本槍でした。戦後なぜあんな 
に手塚治虫に傾到したかといえば、.当時 
手塚の世界しか信!;られるものがなかつ 
たからだと思います。' ぼくたちの小学生 


時代というのは、今まで教え 7 A まれてき 
たものがいっぺんにひっくり返ったわけ 
でしょう。手塚は、戦時中 トロッコの 卞 
だとか、軍需工場にひっぱり出されしな 
がらマンガを画いたりしていたようです 
が、マンガそのものには反逆精神は出て 
いないけれども' 姿勢にあったわけで、 
それがぼくたちに魅力としてあったんで 
すね。もちろん、それはあとから考えて 
t う思うわけですけゎども、子どもの直 
感として捉えていたように思うんです0 
上野ぼくなんかも反省しないでマンガ 
という ものを読んじゃっていますね。 

永島ぼくは手塚先生の「新宝島」買ぇ 
なかったからメンコニ千枚ととりかえて 
読んだんですよ。 

とにかく、意識として戦争がどうのと 
いうことはなかったんでしょうけれど、 
栃木 ! T 玉音放送を聞いてボロボ n 泣いて. 
いるんです。敗けることが絶対にあり得 
ないのに敗けたという現実と、食えない 
時代ですから台所の米び.つから米を盗ん 
で食べたという状態のなかで、それも悪 
い アメリカと 戦うだめなんだという教育 
感があったわけでしょう。そうしたらい 
っべんに戦争が終って アメリカ 軍が上陸 
してくる。そのとき近所の子どもを集め 
て、 アメリカ 兵がやってきたら竹やりで 
やっつけてやろうと侍ち•かまえて S たとこ 
ろが、やってきた アメリカ 丘(は鬼でも何 
んでもないんですよ。ガムくゎたりキャ 
ンデ I くれたりしてね。ところが、それ 
すらも毒が入っているんだといわれて、 
でもそんなもの入.ってなくて、とてもだ 
まされた思いがしました.よ。そのへんに 
手塚マンガの世界に憧れる何かがあった 
のかもしれませんね0 
上野職業としてマンガを画きだしたの 


はいつ頃ですか？ - 
永島中目黒の蛇崩というところにおふ 
くろが住んでいたんですが、その隣りに 
馬小屋があって、その二階に話をつけて 
住み込んで、そこで職業の再就という -C 
とで鶴書房という出版社へマンガをもっ 
ていったら画かないかという連絡があっ 
たんです。 

上野それはいくつぐらいのときですか 

?• 

永島十四才ぐらいですね。前にも話し 
たようにマン ガという ものは売れるもの 
だとは思っていなかったんです。画いて 
もっていけば本にしてくれるんだろうと 
思っていたから、そのままほったらかし 
て豆腐を売っていたんですよ。そうした 
らある日電報が届いて鶴書房へ行ってみ 
たら金を出すというんです。と.<1ろがそ 
の頃家をとび出して盗み、カッパラィな 
んかやっていたから、おふくろはぜんぜ 
ん信用しないんですよ。金がもらえるん 
だったら大威張で家にかえれると思い、 
鶴書房の人の名刺の裏に、これはマンガ 
.の原稿料である、と書いて判を押しても 
らって金をもって家に帰り、 「どう だ！」 
といったんです。(笑)その知金が一頁 
百円で六千円くらいあ及ましたね。中学 
を中途で働いてもその頃では三千円もら 

ったことはないわけですから . 0 

上野なぜ最初に鶴書房へもっていった 
んですか？ 

永島洗濯の小僧しているとき、ちょっ 
と知った人がマンガ家の山根一二三氏を 
紹介してくれたんです。それで北千住の 
山根さんの家へ行ったわけです。マンガ 
を画いてもつてい〇たら、そのあとに山 
根さんの家に鶴書房の人が来て、置いて 
あったぼくの原稿を見て連絡してきたん 


手塚マンガとの出遇い 



:r ' v -. 

:': r . t '!:: v ; してドさいっていったら、ど 
ん产 r ;; が，いいですか、と g . かれたから時 
fv 刺がいいといって？ 

上野それから定期的に1そこで画かれた， 
t けですか？ 

永島かふくろが，丁 >" ブラ m やっていて、 
6:-終、4のが十一時顷で、そのあと店で 
i ! : i :;'-'• ていたんですけど、こんなことじゃ 
ブ l '/:- v '- v ったりしてましてね。 

.て.'/'>少しあと^木#房で「謎の白仮面フ 
というのを一 L .> たらそれが当.って、つげ 
がそのあ.ともちこんだら似たようなもの 
を一;か- V •わているんですよ。彼の処女作 
で.‘ l - llf [ i 夜乂」という作品ですね。 

マンガ *' f '- 行本は三万円ぐらいもらえた 
ら三力月に一册_いていれば食っていけ 
たんですよ。昭和二八.年頃のことです0 
あの (:(■! は' 十四、 JL 才でみんなマンガ师 
いたわけですね。「漫 •_ 少^ T 」 全盛の時 
■代で、ほくも二 ！： if ど投稿 t たことある 
/.V すへ友だちがみん.な投稿しろという 
んたけど、これ (-1 .ノロゥトの集まりたか 
んていって.たけど、，一 fji : くらいはい 
い，..、ゃなかかということで投稿したら、 

一! ;1 .1とも作作ですみ〇こに小さくしか載 
•りないんですよ。「ああ、この漫圃少年 
の,11!者は目がないね」な/'ていってね。.. 

;:,た) 

上野その頃は知母さんと一緒ですか？ 
永島え'^、それからは一緒でした。 

上野維誌に最初 Hlffli かれたのはいつ頃 

/•!. -. 1..9 »Ay 

永^説み切りを:': • 十年 t - culll いています 
わ、 ■ 十一尔の四月 ( C 「少女」に連載し 
だ L たんです。というのは、二十八年か 
1\九年にかけて戶塚先^:--のとこ，っに乒伝 
いにいってたんですが' そのとき記^の 


人たち と 会.っていたから キッカヶができ 
たんです。 

上野雑誌の作品はどんな内容ですか？ 
永島少女物です。とにかく雑誌に両く 
というのは檢舞台で，すからね。でも、は 
じめの頃は画き! W し画き直しを要求され 
て出版社に七回も通いましたよ。知ふく 
ろに電車賃をせびって、涙をのんで通い 
ましたね0 

不自由なアメリカ 

上野昨年アメリカへ行ってら<>しゃっ 
たそうですが、どの辺へ行かれたんです 
か？ 

永島田舎は余り行かないで都会ばかり 
でしたね' 一ー ュー ョーク とか。 

上野向うのフーテンなんかに会いまし 
た， ふ？ 

永島ええ、ぼくの場合はヒブビーです 

ね。 サンフランシスコから一日バ—クレ 

ィに行き大学の中 K 入ったり L て遊んで 
いたんですが、ハブ U ングやろうといヶ 
こと ( C なって、砚と墨をもってきて絵や， 
文-/-を.* S いた-ら、兑物人の中にすごい日 
本ファンがいまして' ぜひ夕食に招待し 
たいなんて^うんですよ。行ったら、： ヒ 
ッピー のアジトで、人口で マリファナ や 
ってるけどかまわんかと ■:>:: う。のぞむと 
ころと付かり入っていきました。そ.こに 

いた一入がニューョークのヒッピーのノリ 

丨ダー rr 介状を:^ rl いて くれて、 それで 
行ったんですり丁度、日曜日のヒッビ— 
のフ X スナィバルにふつかって運がよか 
つた。.彼らは主に活動と しては' 詩なん 
かを書いてポスターのようにあちこちの 
辟 一一 1 , '•-..t りつけたりなんかしていましたね cf 
::-は、長野のァカガラメの連中なん 


かとも 少しつき合いがあるんですが' 長 
野の 連中は日本中を歩いて まわって いる 
んです。その長野の連中の ことを 話し ま 
したらアメリカのヒツビーたちはとても 
うらやましがりまして ね、「日本は まだ 

由なんじゃないか、我々はだめなんだ」 
なんていってましたよ。けっきょく、彼 
らは原始共同体のような.形で皆んなが理 
想とするものを つくろうと 原始林を少し 
借りてやり始めるんだけども、生活が定 
着するかしないうちに邪魔物扱いされて 
追い出されてしまうようですね。いまや 
我々は ジブ.ゾ ー •ヒツ.ビ ー である、風俗 
.ヒツビー のような悪い ヒツビー がいっば 
い現われて我々の目指している運動が離 
れていってしまう、とさかんに念げいて. 
いました。 

上野日本の方が自由であるという感じ 
は、永島さんがこちらから行っても感じ 
ましたか？ 

永島ええ、ものすごく感じますね。バ 
スに乗っておはあさん ( C 会ったら、「日 
本は徴兩制がなくていい、私は徴兵に行 
く年頃の息子をもっているんだが、本当 
なら徴兵制のな.い日本にいって住みたい」 
と深刻にいうんです。若い人なんか、不 
自由なんじゃないですかね。ぼくがセン 
トラルバークで見た軍隊の行進なんかは 
戦前の日本.^思わせるようなところがあ 
りま一たね。群衆がバレードにさかんに 
歓声を1:けてね尸 

アメリヵという 国は男性的な感じがす 
る国で、そのあと行っ.たメキシコは女性 
的ですね。許すというところから メキ シ 
コは出発しているんでしょうね。侵略さ 
れること、混血を重ねることを許すわけ 
でしよう。 ところが、 アメリカと いうの 
け雑居家族なわけですけ^ども最終的に 


は許さないというところがあるよう.に思 
いました。それから、社会にいくつかの 
段階があるわけですが、つてがないと順 
度の高いところの人に会うことなんかぜ 
ったいにできないんです。だから、 ほく 
なんかも、ある 順 度にある人たちに しか 
会えなかったんですよ。それが独占資本 
国そのものの姿なん でしょう けれどもね。 
上野日本では見えにくいものがはっき 
り目に見える という わけですね。 

永島ええ、そのへんは非常に明瞭です 
よ。悪い面もたくさんあるけど、逆 ( C い 
い面もあって、 P 楽面なんかにとくに あ 
るわけですよ。ぼくなんか' 若者として 
考えて一生懸命働くでしょう。働くとい 
うのは自分の生活の向上もあるけど、や 
はり息ぬきしたい楽しみたいためにも働 
くわけで人間の正しい姿ですよね。とこ 
ろがいまの日本では、一生懸命働いて、 
報酬として少しのお金が入る、それでパ 
ッ チリ 楽しめるかとい うと 楽しめない。 
街へ出て何をしてもどこへ入っても欲求 
不満にされてボンっと放り出されて しま 
うんだな、了メリカでは少しちがう。.. 

むこうでは遊ぼうと思って働いたら、 
どこへ行ってもいちおう楽しめる。その 
へんはさっぱりしてますよ。はっきりし 
ているんですよね。ニドルの本と三ドル 
の本はぜんぜん中味が違うんです。 • 
上野そのかわり値段だけのことはちゃ 
んとあるわけですね。 

"生命を賭ける々とは何か 

上野若い頃仞かに賭けるのは生命を睹 
ける こと だ、というのはどういう ことで 
すか、その辺をもう少し話して下さい。 

永島ぼくなんか若い頃家をとび出し，て 
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危険をともなう遊びをしていて、生命を 
.睹け，る覚悟をもっていたから、今度の東 
大の安田講堂の全学連の行動なんか見て 
ますと、知さまらないものがありますね0 
ほくは、不勉強だから学生運動について 
よくわからないのですが、東大のことな 
んか'ぼくは客観的に纪ていて' 欺满に 
満ち一満ちていると思えるんですリ荇い人 
たち K 問題があるのも結局は社会背景だ 
と思うな。ああいう形でしか最終的には 
現わ,^*かった>■守るも攻めるもどっち 
も欺瞞^满ち满ちてハる。 

ぼぐ II 過激なことを口ば！〇てかこら 
れるんだけど、なぜ安出講觉のてっぺん 
から五入くらい飛び降りなかったんでし 
ょうね.◊物をいうとい〇ことはいうい 4 )- 
ことだと思います。それが出きないなら 
はじめからいうべきではないと思いまナリ 
.なぜそういう.かといえば、彼らは武装し 
たわけでしょう。武装するという®階か 
らその觉悟はしていな くち ゃいけな(で' 
しょ。 

上野そのへんをもうすこし……ぃ 
永島 了メリカのヒッビ I の反戦運動丈 
非常に：知だやかなん で、 すね〇なんの武器 
ももたないんです。集会でたまたま見た 
んですけど、女の. i - なんか花をもってい 
るんですね。あのムードはそれなりに— 
険性はあるけど、戦争反対のデモなんか 
K 武装は者えられないわけです。武装した 
ら戦いが出てくみわけですよ。 それは そ 
ゎでけ.っ V こ.うだし、日本人は もっともっ 
と沧を流, L 合って殺し合わなければいナ 
な.いと思^けど、武装してい^がら iri い 
、められると手を上げて出て きて一まう 
.ずはレただけないですね。何のために生. 

、，：■永らぇてい'るんだろう七思うわナです” 
上野学生が死ぬことを考えなかったか 


というとそうじゃないと思ハますね0や 
はり死ぬかもしれないという予想はあっ 
てそこ ( c 3 t つだろう.、だけど、それは死 
.のうど^ t てやるのと a 違うと思います 
ね’^#はそう.いう方向 K はない" 

永島 ， r 1 分:/.マソ >:/?' を lii いて、.ど^ , .いう. 
方向で どう 生きて行くのかは正 iri いって 
.■は c $りして^いけど、少なくとも今ま 
ではマンガを一:いていく姿勢の中 r は、 
大ゲづ V ' ...1 1えばへ ci -: を睹けるというものが 
いっばいあったと思うんです〇そ1が、 

A 出か牛きていぐ.上の大切なポ.ィント K 
なる.と思います。したが？て、例えば政 
府なら政府がいま出まわっている マン ガ 
冷んかいちないというなら' ほくけや丈 
り織ヵブトで武装して闘うと思 V け/ど… 
..'それと、ぼくはものを営利で考分、 

坆治的に頭がまわらないから非常^1端 
なことを； |: S いますけどね。そういうもの 
をもって欲しいと思うんですよ0 

そして明治維新の ^ い入の純粋 さと、 

戦^中学徒動： U 、 で. ひっぱられて 弾の 中を 
くぐりぬけた入たちの純粋さと、いまの 
、学1•の純粋さとは同じものだと思うんで 
す"ただ、背景をかえた次元で知こ(た 
一 f 合、今 ft のような悲劇が牛： まれ るんで 
すよ-命も睹けられないという中途半端 
攻中でしか戦えなかったわけですからね0 
攻めるほうが^つけるな' といいながら 
ひっばたいているんですからね0 

俺は牛•活をかかえて、どゎだけの党悟 
をもって物事に対処して いるかという こ 
とです ね。自分の生活を睹け るという こ 
とは、生きる 死ぬ というと ころにいきつ 
くわけです。ぼぐなんか マンガを 画く人 
.■睜 としての 意識しかなくて政治的 関、しは 
稀薄だったけれども、 アメリカから帚つ， 
てきて フッとズシーンとひと. つの 重みみ 


たいなものを感じたんです。 

上野自分の生活を どうするかとい 

うと 

ころで考え 石と いうのは 当り前だと思う 
.し. ■■ そういうふうに考えないで 大学の 先 
，牛たちは一方で反対とい . c ことはいって 
自分の牛活は生活で 保障している 面が あ 
って' 意 M と生活とを分離してうまく両 
方を やっている わけです ね 0 

永岛さんがある物事に反対すると ころ 
ですぐ牛活がかかっちゃって、生き死の 
問題にかかって ぐると いうのは、 よく わ 
力り ます 〇 そういう風に考えない ところ 
が東大なら東大の則題になって いくと こ 
ろがあると思う。加藤代行の まわりにつ 
いている先生たちは、いわば「世界」な 
どという雑誌にいわゆる「進歩的」な文 
章を書いている人たちですね。ところが 
一.方では，東大の特権を全く当然のことと 
して受けていて、しかもそのこと自体を 
不思講とは考えな'い、そういう二重生活 
をやっている。そういう姿勢をどう思う 
か と学生に聞かれて答えられない商が 
あるわけですからね〇ただ、自分の生活 
というものを生死という基準で考えると 
いうことと、時計台のてっぺんから飛.び 
降りるということは、 一寸、 次元が違う 
んじゃないですか。自分の生活なり、信 
条なりを生命がけで守る、その結果死.ぬ 
とて' 1-1 うのと、自分から死ぬというのとは 
違うんで、例えば、これから.先もっと死 
め町能性の強い状態がでてきても、そこ 
にこの間、手をあげて出てきた学生がい 
力ない 力と いうとそうじ やな C や ed : り 
行きますよ。わかっていても行きますよ。 
そして死ぬ者もいれば'うまく 3 i ( げる者 
もいス〇ぼく も 逃げようと県 命になる と 
思うけど。 

永島日本の場合、命を輕ん ずると、浪 


花節と形づけられ、右翼的心情と形づけ 
られ、精神主義で片づけられてしまうけ 
れども、形づけて しまって はいけない、 
〃何か"があるんです。 もっと 自分ヒち 
の生活を守っていく闘いにおいて、死ぬ 
ことも辞さない 根強 さがあると思う〇チ 
ヱ n の焼身自殺した青年の ように、 物を 
いうということは、 抗議す るということ 
は， そういう.ことだと思う〇力 がな (も 

ののすることは、そういう こと だと . 〇 

最終的に命を睹けられない背景をつく 
り上げたのは、戦後二十年をつくり上げ 
日本を復興させた人々で、戦後の戦跡か 
ら今日を築き世界で立派に通用す る 国 K : 
したのは我々だとその四十代の人々は言 
うわけです。そこで問題が起り、古いも 
のを壊し新し^ものを つくろうと 立ち上 
ったとき、ああいう形でしか闘争できな 
い悲劇があるんですね。だから、ああい 
'う終り方.ではもったいない、 と" ね…：〇 
上野たしかにそうだとは思いますけど 

ね . 0'しかし、あれは終りじゃなくて 

始まりなんじゃないですか〇別に決戦の 
秋というわけじゃない。これから色々な 
形で何度でもやる、だからある程度でや 
めて おくと. いうのじゃないですよ〇ただ 
運動には決戦というものはない。もちろ 
ん機というものがあるかちそういう形を 
とることもあるけど、そうしながら 次へ 
連続していく。そして、.運動の方向性と 
いうところから言っても、それは生へ向 
うもので、その過程で死者の言葉に耳を 
傾けていかなきゃいけないんだけど、そ 
ういうものを M って全体としては生に向 
う。だって現在の秩序は死を軸と した 体 
系でしょう。それと、人間っていうのは 
死を覚悟しても、そこから実際の死に直 
線的にいくかどうか。 
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永島それともう一つブロとしての革命 
家宣言をでてくる人が少汝いのもおもし 
ろいですね。なぜでてこないのかなと思 
うんです。だって、今後の日本はブロ革 
命家を必要としているんですから' 0 だか 
ら'ぼくがいっているのはただの精神主 
義ではないわけです。ぬくぬくして生き 
てきた日本人同志ばひっぱたき合ってい 
いと 思いますね。頭に手をのせてノコノ 
コとで てくるあのバヵどもはどうしよう 
もない。これから一人の人間として生き 
ていくのにどうしようもないですね。 
上野そうすると、東大の学生も含めて 
いまの若いものは歯ごたえがないという 
感じなんですか？ 戦後二十年の中で。 
永蠡人間というのは普遍的なものだか 
ら、そんなに本質は変っているとは思わ 
ない。ただ教育制度だとかゆがめられた 
り、変ったりしているわけで、社会とい 
う大きな背景と一緒にそだっていくんで 
すね。そのなかで、あのときなぜ死ねな 
かった、あるいは死な念かったと問いつ 
めるより' そういう形でしか自分たちは 
若い時代をすごせなかったという悲しみ 
みたいなものがあると思います。 

つねに時代の変わり目には若い人が登 
場して回転させていく。そういう人たち 
はそのなかで燃焼していくけれども、今 
の社会はそれがない。逆ないい方すれば 
非常に悲しい事実があるわけです。東大 
で费されたエネルギーが七〇年に繫がる 
何もな くな ってしまって、空虚なものに 
なってしまったと思えるんです。ぼくに 
は彼らに対する期待があって、何らかの 
発火点になると思っていたから、そうな 
らないので-つい過激なこといってしまう 
んです。 

上野いや、つながるんですよ。永島さ 


んのお考えになるのとは一寸違うんでし 
ょうけれど。僕は' 死のうと言う形でや 
られると 困る と 思いますよ。もちろん死 
ぬか もしれ ないと思わないの も おかしい 
と思いますけど。死のうというところに 
は運動は起らない。運動というのは常に 
過程的なものとしてあるんで、そこには 
未来も又含まれる。死のうという決意で 
固まったところで出来るのは、ひとつの 
モノトーン の世界じゃないですか。 

永島ぼくなんか，仕事をしていく者は、 
.そういう気持をもつのではないですか。 
我々が資本主義体制の中で生きていくと 
いうこ、とは仕事が命であって、仕事を切 
られ ると いうのは死ぬ ことを 意味する。 
常に自由業で こういう 仕事をしていると 
その覚悟はもっているし、必要なんです 
よ. 0 社会人としての学生を見ていそ' 学. 
生だからやっちゃいけないという論法は 
いけないわけで、何か言おうとするのは 
それだけのことが背景としてあってから 
でないとできないと思います。それが多 
くの場合、隋緒とかムードで流されて5 ' 
って、軽く人間の生命が なく ^る こと も 
あるけれど、こんどの場合は、とくに効 
果的ではなかったと思うし、それで結局 
はできない背景があったんだ なと 感じま 
す0 

よく欺瞞に満ちているとか評論家はい 
うけれど、あの安田講堂が攻め落される 
前に加藤代行は抵抗をやめて出てきなさ 
いというけれど、あれほど人を馬鹿にし 
た話もないですね。 

上野それはそうですね。生活のかかっ 
ている問題とそれは精神につながってい 
るんだけど、そのつながり方が、例えば 
学生で言えば、就職してうまくやってい 
くんだろうといわれるけれど、いまの場 
合で、もし本当にやって捕まれば就職は 


できないし、下宿だとか家だとか洗いざ 
らい調べ上げられてしまうわけで、そう 
いう点でいえば、その人間の‘牛：活まで追 
いつめ られ てくる面があるわけですね。 
それはつまり生き死の問題にかかわって 
くるんだけども、そこと、ここでいま死 
ぬかという ことと その繫がり方がちょっ 
と微妙な何かものがあるんじゃないかと 
• :〇 

自分はここでは普通の当り前な生活が 
していけないし、それを断念してやるわ 
けだけれど、本当はそこに死ぬというの 
との間に何か断層があって、ああいう運 


永島最近「•ガロ」に柚象的なマンガが 
の〇ているでしょう。ぼくの考え方が古 
いのかもしれないけれど、ぼくはマンガ 
というの.は見てくれる人があるというの 
を前提にして画きはじめるんですよ。だ 
から大前提の姿勢の中では、どんな難か 
し i どんな抽象的なマンガを画こうと、 
見る人とコミュニケ ートを もちたいとい 
う姿勢があって、それがマンガを画く出 
発点にあるんです。対象をだれかにしぼ 
ると かそういうのではなくて非常に漠然 
として.いるけれど、どこのだれかに見て 
もらいたいという願いがある。 

ところが、最近の r ガ ロ」の マ. ンガに 
マン ガ として コミュニケートを 断とうと 
するところから出発している作品がある 
でしよう。 これは一体マン ガ としてどう 
いう ことなんだろう、かと思う。正直い 
つて、この人の コミュニケート というの 
は、はじめに コミュニケ^卜を もって出 
発したのか、それともはじめからもちた 
くないんだというところから出発したの 


動でそうやって死ぬというのは問題です 
ね。現実には場合によっては死ぬことも 

殺される こと も考えられるんで . 〇ゲ 

パラの死でも死ぬのをまって死ぬんでは 
なくて、生きのびようとして、それでも 
死ぬときもあって、それは偶然に死んで 

しまう ので あるし . 〇 

永島さんのようないい方をする人は少 
ないし' そういう風にいうことは必要だ 
と思います。学生にと-て必要だという 
んではなくて、普通の人にとって必要だ 
と思いますけどね。 


か、それが知りたいんですよ。 

上野ぼくの感じでは' コミュニヶーシ 
ョンを もちたい と 思ってももてない、話 
を通じさせようとしてできない、何かう 
ったえようとしてそれでも伺かできない 
という焦りみたいなものがあるように思 
えます。焦りや苛>7-.ちみたいなものがあ 
みんじやないかと思う 0 

それは、どもりがいいたいことをつい 
にことぱにすることが出来ないで、身ぶ 
りにしかならない、ところが身ぶりにな 
ると いいたいことの意味ははっきり伝わ 
ってこないけれども、身ぶりとして伝わ 
ってくると いう面が あると 思います。マ 
ンガについていえばそれが ある 切実感を 
とも^って迫って くる 場合がありますね。 
永島どもりの人がはなしはじめようと 
するのは rl , ミュー ー ヶート し.ようとするわ 
けで、その気持は十分わかるんてすが、 
だから相手■は何とか一生懸命聞こうとす 
る けれども、俺はどもりだから話しても 
しょうがないんだと前を通りすぎていつ 


マンガの伝達方法を問ぅ 
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てしまう とコミュニケートできなくなる 0 
最近のマンガにそんな姿勢が見え/?>んで 
す0 

上野 永島さんはィメージでマンガを画 
きはじめることはありますか？ 

永島 ありえないですね。ぜったいにな 
いんです。 

上野 ぼくは文章を 書こうと する時' 頭 
で絵みたいにして思い浮かべるけれど、 
その絵みたい なものをはっきりことぱに 
しようと 思うんですけど、その間 rc 一つ 
の転換があって' その場合マン ガを 画く 
人は どうなる のかな と 思って。絵で思い 
浮かべていれは直接に絵で いける わけで 
f ね 。そうするとことばに していく のと 
k ちょっと 違って くるわけ ですね C 
永 島 ええ、 i »' そらくぼくなんかそう思 
うんですけ tl どね。ぼくが文章書けない 
のは その へんにあるんで すよ ね。 

上野 コマわりしているときに、フキダ 
シのことばと絵とどちらが先にきますか 

外 島 絵のィメージで入る場合と、こと 
はのィメージで入る場合とあるけれど、 

山本周五郎が小説をつくり上げていく過 
程とよく似ていますよね。周五郎の 短篇 
は演出法をよく考えているでしょう。余 
韻をも C て終らせたり、ボンと切って終 
らせちゃったりして小説づくりがうまい0 
ぼくなんかも、マンガづくりという方向 
でやっていきたいですね。 

そのとき浮かんできたィメージで画い 
てしまって、そゎを完成させて しまうん 
ではなくて、冷静にしげらく知いといて 
何度も何度も読み返し反^し、ここでい 
いたかったテーマは何かと考えて、それ 
が十分にいえているかどうかと検討し、 
不必要な部分は切ってしまうわけです。 
その次はーコマー; i マがもっている T - 丨 


マについて検討し、必要なヵットばかり 
がならんでしまいきゅう屈^場合は、息 
ぬきのヵットなんか入れていくんです0 
いまはそれができないで、どちらかと 
いうとハプニング的に画いていって しま 
うんです。でも、フキダシを書いてから 
画きはじめるから、どんな作品が出来上 
がるかはわかっているけれども。 

上野 いま r ガロ」で民話シリーズを 連 
載していますが、何んで民話 シリ ーズが 
でてきたのか聞きたいんですが。 

永 島 いま、活字文化は相当進んで大衆 
の中にも侵透して、人間の世界を征服し 
ているわけですけれども、映像文化はそ 
こまでいっていない。だけど映像の根底 
には文学があったと思うんです。ぼくは 
活字文化の発展を認めるし、文学や詩も 
とてもいいんですが、それに比例して映 
像がのびなくてはいけないと思う。 

民話は活字以前のィメージの中で拡が 
っていったわけですけれど、空想豊かな 
入が自分の親しんでいたィメージとちが 
っていて、ィ メージ を制限 さわて し^う 
危険性もでてく る けれど、話でしか伝わ 
らなかったものを絵でやる作業をやって 
いきたい。創作というほどのものではな 
くて、その点、より画きにくい面もあっ 
て不利なんですけれども、マンガの技術 
が これぐ らいは消化できるんだというサ 
ンブル程度にしか考えていない。だから 
それで読者 ( C うったえようとい’のでは 
なく、読者のよく知っている話を画いて 
どうでしたか、とね。 

上野 話というものは永島さんの中では 
ィメージみたい々ものがあって' そこか 
らだれかからきいた話などからどういう 
ふうに映像にしていくか、はっきりいえ 
ないけれど、ふつう (•! •こと rr で聞いてそ 
ゎなりにそれそれ、#|!ぇば「虱っ+」が 


いってということばで何か思いうかべて 
いきますけれど' その思いうかべていく 

のとはちがって . 〇 

永 島 「風っ子」は民話シリーズに A っ 
ていないんです。民話を画くのと創作を 
画くのとは i - のずからちがうので、民話 
についてはぼく自身民話が好きだからな 
知さらこわせない気持があるんです0 
ぼくにはその出発点 K : 一つの観念があ 
るんです。日本人というのは貧乏であっ 
たとね。民話には貧しい話が多いんです。 
けっきょく農村の二' 三男坊が貧乏して 
いて、家がないから嫁もらえないという 
境遇に i ,- かれたときに夢みたいに民話を 
つくり出したんではないかと推測するん 
です。例えば「つるの知んがえし」とか 
ね0 

上野どこかで聞いた話を画かれるわけ 
ですね。 

永島ええ、ても本当に語り伝えられた 
ものを画きたいけど数は少ないですね。 
上野永島さんの マン ガにはだれかが ±»- 
話をするというスタィルが多いんですが 
お話をするということに対する執着みた 
いなのがあるんですか？ 

永島ええ、民話について言えば、村の 
子どもをずらりと並べて、知ばあさんが 
「むかしな あ一」と 話し出す と、子ども 
たちが「あ一い」 とあい ©. 手を入れると 
いう ムー ド、その独特の ムードをマンガ 
で出したいんです。民話シリーズは、ぼ 
くの原体験のなかから、ぼく自身の納得 
の.いぐものを選び出していきたいと思っ. 
ています。そこには話に味気ない ところ 
もありますけれど、 庶民の生活のなかか 
らひろいあけていけば、面白くなるので 
はないかと思っています。 

(終) 
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特集 = 反劇場， 

『愚行の演劇』ニューヨーク—リ ディ キュラス 
戯曲《ひげ》マイケル.マクルーア飯村昭子訳 
全米中でワイセツすぎて上演禁止になった問題作 
論文=寺山修司 • 宮本陽吉 • 飯村隆彦 • 萩原朔美 

シンポジウム《劇と劇的なるもの》二磯田光一- h 芥正彦+中平卓馬+原広司+黑木和 
雄+寺山修司 

—分間に一万插—暴:力•トルコ風呂•男色•犯罪•政治•ジャズへのコラムによる狙画/ 
「リビング•ヌード」 立木義淮 

電子計算機によるメロドラマ「ハートブレイクホテル」 槌屋治紀 
69 年度国際溴劇祭 「EXPERIMENTA 3」フランクフルトの紹介 記事 

倉！！干 U 号 I 舞刊=グロオバル社 

4月1日発売 • ¥3 00 II 渋谷区渋谷 3-11-7 天井棧敷館内 TEL .409— 4 7 4 9 



劇と劇的なる 
H 寺代に突き朿 IJ 


傑作マンガ集特価 セ— ル// 

¥叫—士 っげ義春 

□一四二頁•新書判 

つ ぼ(壺)水木しげる 

□一四二頁•新書判 
幻想ロマンの魅力を現出 

夜の草笛水木しげる 

□一四二頁•新書判 

古噴大秘記.水木しげる 

□一四二頁•新書判 

グロテスクの世界を求めて 

地 獄水木しげる 

□ 一三六頁 • A 5判 

□各册とも 一五〇円 (〒共) 

代金を添えて当社あてお申込み下さい。 

東京都千代田区神田神保町一の五五林堂 
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